






























































































































東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 その他 無回答 合計
有　職 77 4 224 8 2 2 317
無　職 199 3 155 9 14 2 382
無回答 1 0 1 0 0 1 3





















0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 合計
東京都 56 93 74 47 33 39 3 345
神奈川県 2 0 1 3 1 0 0 7
埼玉県 51 61 62 104 96 106 18 498
千葉県 6 1 7 4 4 4 0 26
その他 2 5 4 3 2 5 1 22
無回答 1 2 1 0 0 1 0 5
合　計 118 162 149 161 136 155 22 903
表3通っている保育施設（1つだけ選ぶ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段＝実数　下段＝％）
0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 全体
N＝118Nニ162N＝149N・＝161N＝136N＝155N＝22N＝903
0 1 2 62 65 94 13 237幼稚園
0．0 0．6 r3 38．5 47．8 60．6 59ユ 26．2
11 45 49 67 65 60 8 305保育園
9．3 27．8 32．9 41．6 47．8 38．7 36．4 33．8
通園していない 104 115 90 28 6 1 0 344
（自宅） 88．1 71．0 60．4 17．4 4．4 0．6 0．0 38．1
3 1 8 4 0 0 1 17その他
2．5 0．6 5．4 2．5 0．0 0．0 4．5 L9
0 0 0 0 0 0 0 0無回答




















































規則正しく授乳 642 45．7 31．2
泣いたら授乳 34．6 48．7 64．4





（人） （％） （人） （％）
日光浴 280 46．9 187 26．6
スキンシップ 481 80．6 633 90．2
乾布摩擦 13 2．2 13 1．9
遊んであげる 395 662 480 68．4
赤ちゃん体操 56 9．4 53 7．5
歌、音楽を聞かせる 257 43．0 323 46．0
安全面 444 74．4 509 72．5
その他 51 8．5 76 10．8






























食事 29．7 43．8 40．3 30．4 26．5 29．0 36．4 33．7
排泄 8．5 17．3 33．6 14．3 12．5 9．7 9．1 15．9
睡眠 17．8 20．4 24．8 14．3 16．9 7ユ 13．6 16．7
健康・発育問題 11．0 11．7 8．7 7．5 7．4 8．4 4．5 9．0
言葉 1．7 8．0 6．0 5．0 11．0 7．1 9．1 6．6
社会性 0．8 5．6 8ユ 5．6 6．6 8．4 13．6 6．2
情緒的な問題 2．5 7．4 11．4 3．7 14．7 5．8 27．3 8．1
生活習慣の自立 2．5 1．2 2．7 5．6 5．1 4．5 9ユ 3．8
指しゃぶり等の癖 9．3 6．8 15．4 11．8 12．5 12．3 4．5 11．4
その他 2．5 6．8 11．4 5．6 4．4 5．8 0．0 6．1
とくにない 36．4 22．2 19．5 24．8 22．1 29．0 27．3 25．2




















（人） （％） （人） （％）
家の中 649 73．9 689 76．3
家の庭 188 21．4 155 17．2
友人の家 176 20．0 115 12．7
公園 458 52．2 487 53．9
空き地・原っぱ 42 4．8 35 3．9
道路 54 62 83 9．2
児童館 24 2．7 201 22．3
その他 59 6．7 115 12．7








































うた遊び 44．1 39．5 37．6 26．7 12．5 16．1 13．6 28．8
手遊び 24．6 34．6 19．5 14．9 7．4 7．7 9．1 17．9
絵本 28．8 52．5 58．4 62．1 56．6 54．2 54．5 53．0
テレビ・ビデオを見る 16．1 383 30．2 39．1 32．4 29．7 3L8 31．7
散歩 44．1 46．9 29．5 26．7 19．9 20．6 182 30．8
ごっこ遊び 1．7 9．3 19．5 22．4 33．8 21．3 22．7 18．4
お絵かき 0．0 19．8 28．2 27．3 25．7 32．9 22．7 23．1
抱っこ 62．7 32．1 15．4 16ユ 13．2 9．7 13．6 23．4
お話し 32．2 16．0 18．1 19．9 28．7 27．7 36．4 23．6
折り紙 0．0 0．6 1．3 8．7 14．0 20．6 22．7 8．1
おもちゃを使って 42．4 61．1 45．6 37．3 35．3 29．0 22．7 41．5
教育教材を使って 0．0 12 2．7 8．1 6．6 10．3 13．6 5．2
運動遊び 5．1 19．1 26．8 18．6 17．6 23．9 273 19．3
その他 2．5 3ユ 6．7 3．7 7．4 3．9 0．0 4．4





































水泳 15．4 23．6 24．3
ピアノ 23．1 20．4 18．1
英語 1．4 4．0 18．1
剣道 2．1 0．4 0．0
バレー 0．0 2．0 5．6
学習塾 1．4 0．0 1．1
習字 8．4 2．8 1．7
幼児教室 一 4．0 6．8
その他 13．3 16．8 20．3
していない 48．3 39．2 35．0




























しかる方が多い 0．0 2．5 6．7 9．3 13．2 1rO 9．1 7．3
ほめる方が多い 39．0 27．2 10．7 8．1 5．1 7．7 9．1 15．5
しかる・ほめる半々 5．9 34．6 342 41．6 42．6 32．3 50．0 33．2
しからないように
気をつけている 2．5 3．1 8．1 4．3 3．7 r3 0．0 3．8
できるだけほめるよ
うに心がけている 11．0 2L6 20．8 16．1 14．7 23．9 13．6 18．3
特に気にかけてい
ない 36．4 10．5 18．1 17．4 12．5 17．4 13．6 17．9
































実家の母 33．8 31．0 34．6
義母 14．3 7．7 5．3
姉妹 一 10．6 12．7
近所の人 52．5 402 29．6
保育所 一 21．8 22．5
幼稚園 一 9．7 10．1
専門家（医師・保健師など） 82 8．0 5．8
育児書、雑誌など 36．7 36．3 31．1
テレビ 一 6．7 6．7
育児講座・講演 一 3．0 1．6
その他 4．4 14．1 2L5
自分で考えるしかない 21．7 6．2 2．6
































入浴 66．6 65．7 67．1 64．6 62．9 66．0
食事 21．6 26．8 17．3 33．0 34．6 32．0
おむつ・排泄 20．5 23．2 18．2 39．4 38．1 40．4
散歩 32．8 34．3 31．4 38．2 38．6 37．6
遊び相手 68．5 64．9 71．4 72．3 69．7 74．4
抱っこ 40．0 34．6 44．4 50．5 48．4 52．2
園の送り迎え U．6 21．2 3．8 15．1 27．1 5．6
ほとんどやらない 6．4 6．8 6．2 7．4 6．3 8．4
その他 5．2 5．1 5．3 3．9 4．8 32































丈夫なからだ 51．8 45．4 35．6 46．7 37．9 30．8 38．9
たくましい生活力 9．5 20．9 10．3 18．3 2L1 11．2 19．1
やさしい精神 18．9 23．2 43．8 39．2 29．5 45．5 42．6
その他 一 4．7 3．1 4．2 5．1 6．3 6．0


















幼少期からしっかりとしつけるべきである 59．9 75．0 73．6
幼少期は言ってもわからないので小学校に
入ったころからしつけるのがよい 112 1．7 2．6
厳しくしつける必要はない 13．3 6．5 9．8
その他 5．3 1L4 8．1
わからない 7．1 4．2 4．6



















けるべきだと考えている 44．5 60．3 5L3
男の子も女の子のしつけは区別するべきだ
と考えている 47．5 382 46．7



















絶対にいけないと思う 11．0 24．3 22．8
時にはやむをえないと思う 80．6 702 662
大いに与えるべきだと思う 1．9 0．2 0．9
わからない 5．5 5．2 8．5



















家庭の環境・しつけ 36．9 45．6 45．0
子ども自身 3．8 3．7 2．8
学校 一 02 0．0
社会環境・社会風潮 10．5 10．4 4．3
一概にいえない 32．1 34．0 41．6
その他 一 2．2 1．9
わからない ｝ 3．7 3．4






















（人） （％） （人） （％）
母親の気持ちが理解できる 212 35．5 193 27．5
母親の気持ちが理解できない 257 43．0 310 44．2
その他 121 20．3 184 26．2















必ず注意する 24．3 17．3 14．8
ときどき注意する 59．7 60．8 62．7
めったに注意しない 9．1 12．1 6．8
まったく注意しない 0．2 0．3 0．7
その子の親により違う 5．7 亀　　9．2 13．5





























健康 26．4 41．1 45．5 45．4 33．7 39．9 39．6
勉強 5．7 4．7 4．5 5．5 4．2 3．9 43
非行 15．0 15．0 15．3 16．8 22．5 16．4 21．4
進学（受験） 20．7 12．7 4．8 10．4 6．2 6．9 6．8
職業 一 11．0 6．5 10．6 17．8 8．4 14．8
結婚 一 0．7 8．6 6．2 1．3 8．8 6．1
その他 3．6 9．5 9．8 9．9 7．7 9．5 10．0
’L配していない 16．0 一 一 　 一 一 一





































大変たのしい 17．9 21．2 14．9 27．4 28．4 26．4
楽しくもあり、つらくもある 77．4 74．0 80．6 68．1 66．6 69．4
つらい 0．5 0．7 0．3 1．1 1．9 0．5
なんともいえない 3．9 3．5 4．2 2．4 2．5 2．4

































（人） （％） （人） （％）
いつも感じる 53 8．9 65 9．3
ときどき感じる 414 69．3 444 63．2
感じない 129 21．6 184 262






（人） （％） （人） （％）
そう思う 415 69．5 498 70．9
どちらともいえない 138 23．1 155 22．1
そう思わない 43 7．2 43 6．1




















（人） （％） （人） （％）
育児相談 233 39．0 354 50．4
育児講座 168 28．1 263 37．5
一時保育 11 1．8 149 21．2
園庭（校庭）開放 81 13．6 268 38．2
育児支援事業 169 24．1
児童館の保育クラス 55 9．2 62 8．8
その他 20 3．4 20 2．8
利用したことはない 255 42．7 158 22．5


































（人） （％） （人） （％）
必要だと思う 220 36．9 304 43．3
不必要だと思う 10 1．7 6 0．9
その他 61 10．2 72 10．3
わからない 270 452 282 40．2






（人） （％） （人） （％）
子どもが友だちと自由に遊べ
る場所 441 73．9 501 71．4
子育てについての相談や学習
ができる場所 119 19．9 127 18．1
子どもを安心してあずけられ
る施設 284 47．6 302 43．0
父母どちらでもとれる育児休
暇制度 173 29．0 227 32．3
親が子育てに十分かかわれる
時間がとれるような職場環境 276 46．2 384 54．7
子育てや子どもの教育のため
の経済的支援 282 47．2 419 59．7
その他 33 5．5 40 5．7
とくにない 14 2．3 9 1．3





















（人） （％） （人） （％）
公園 181 30．3 257 36．6
児童遊園 166 27．8 209 29．8
病院 127 21．3 182 25．9
公営のプール 105 17．6 139 19．8
児童館 119 19．9 133 18．9
児童図書館 93 15．6 117 16．7
保育所 52 8．7 111 15．8
スポーツセンター 103 17．3 85 12．1
学童保育所 56 9．4 64 9．1
幼稚園 一 一 56 8．0





















































役所が決めた 6 28 22108 2 09 19 64 0 00 36 118
家から迎・ 1215821175748840713244D7531615149．5
保育料が安い 1 05 2 1D 1 α5 0 00 6 25 1 03
良い保育で評判が高い 5928427132 6329279 26．3 79333 42 1a8
希望する園に入れなかった 2 10 6 29 0 00 17 5．7 0 00 14 46
保育時間が長い 1 05 18 88 2 09 9 30 0 00 14 46
その他 15 72 10 49 5625937 123 75 31β 38125
とくにない 一 一 一 一 2 0．9 2 07 0 00 0 00























知的早期教育 0．5 1．0 0．9 6．4 0．4 2．6
遊び中心の保育 21．6 172 40．7 44．0 48．1 31．8
早期教育と遊び両方 14．9 5．4 0．5 0．0 13．1 14．8
基本的生活習慣の指導 55．8 51．5 29．2 26．3 342 46．6
その他 1．4 2．9 0．0 5．7 4．2 2．6






































先生方がやさしい 29．3 25．5 46．8 49．3 50．2， 31．5
早期教育を取り入れている 6．7 0．5 4．2 3．0 3．4 4．3
戸外で大いに遊ばせる 40．8 41．2 57．4 58．3 56．5 57．7
基本的生活習慣の指導がしっかりしている 58．7 39．2 23．1 33．7 30．8 35．1
給食がある 9．6 17．6 19．9 36．3 9．7 34．1
給食がない 一 一 0．9 0．0 0．0 0．0
保育時間が長い 1．4 15．7 1．9 7．0 0．4 1L8
設備・建物が立派 2．4 1．0 0．9 1．3 1．3 2．0
保育料が釦・ 3．8 2．9 1．9 0．7 5．5 2．6
園のバスの送迎がある 16．8 2．9 15．3 0．0 8．9 0．3
その他 3．1 0．5 7．9 3．3 15．6 5．2
とくにない 一 一 3．7 0．7 1．3 1．6
















先生方が厳しすぎる 2．9 2．5 1．9 0．0 0．0 1．3
早期教育を子どもに無理強いする 4．3 1．5 L4 0．0 1．3 1．0
戸外で遊ばせない 3．8 4．4 0．5 0．3 0．8 1．6
しつけがきちんと行われていない 1．4 L5 0．5 0．7 0．0 1．6
給食がある 一 一 0．0 0．0 0．0 0．0
給食がない 9．6 1．0 2．3 0．0 5．1 0．3
保育時間が短すぎる 17．3 10．3 102 14．0 30．0 6．2
設備・建物が良くない 6．7 10．8 9．3 14．7 42 28．5
保育料が高い 12．0 26．5 19．4 15．7 12．2 26．2
園のバスの送迎がない 2．4 7．4 3．2 6．0 3．4 6．6
その他 10．1 8．3 14．8 12．0 11．0 12．1
とくにない 一 一 51．4 47．3 43．5 37．4

































家事が不十分 39．8 33．7 35．3
心身の疲れ 30．7 42．0 39．7
子どものしつけ・教育が不十分 39．0 8．3 6．6
子どもとふれあう時間がとりにくい 一 41．7 52．4
子どもが不満を持っている 8．8 1．4 1．6
夫婦の生活時間があわない 3．2 4．2 1．9
留守のため近所に迷惑をかけている 4．0 1．4 0．3
仕事に打ち込めない 2．0 5．9 6．3
その他 7．6 6．9 4．4
困ることはない 21．5 10．1 82
無回答 4．4 5．2 5．7
と比較すると、「働きたい」との回答が10ポイント増えており、「小学校就学前」が12．9ポイ
ント増加している。子どもが幼くとも働きたいという主婦が今日増加していることがうかが
える。
　全員に「子どもを持っ主婦が職業をもっことにっいてどう考えるか」をたずねたところ、
「家庭と両立させて主婦も生涯働いても良いと思う」が52．0％と最も多く、次いで「経済的
理由によるなら子どもが幼くとも働くのはやむを得ない」が24．5％となっている。10年前と
比べると、「子どもが乳幼児の頃は働くべきではない」が減少し、「家庭と両立させて就労す
るのも良い」が増加している。子どもをもっ主婦の就労にっいて否定的な考え方が減少して
いることがうかがえる、今日、女性のライフサイクルや生き方に変化がみられると共に、一
方、現代の日本の社会における高い生活水準の維持や子どもの教育費、住宅費等のための経
済的必要性も母親の就労を促進する強い要因となっていると考えられる。
4．考　察
　1986年、1996年における前回2回の調査結果に比べて気がっくことは、この20年間で乳児期
は子ども中心の育児が推進されていることである。前回調査に比べて埼玉県在住の母親の割合
が多いということが、結果に影響しているか否かはさらに分析を試みなければならない。乳児
の栄養にっいて「母乳のみ」がこの20年間で増加をたどり、2006年は44．8％に達し、「人工栄
養のみ」が減少している。この要因の一っとして考えられることは、世界的な規模での母乳推
進運動の成果があげられるかもしれない。授乳の仕方にっいても、「泣いたら授乳」が増加の
一途をたどり64．4％に達している。乳児期に心がけたこととして、「スキンシップ」の増加が
目立っ。わが国の高度経済成長期の頃から、日本の伝統的な育児に対して、米国の育児書が普
及した。日本の若い親が欧米の育児方法を良いものとし、一頃は、泣いても時間がくるまで授
乳しないことか、抱きぐせがっくので抱かないなどの育児が奨励されたことがあった。育児書
の本国である米国では、むしろ日本の伝統的な育児として、泣いたら授乳する、抱っこする、
134
親が添い寝をするなどが評価され奨励されたという皮肉なことが起こった。20年前に第1回の
調査を実施した時期は、実家が遠かったり、隣人からも孤立し育児の伝承が失われっっあるこ
とが社会的にとり上げられていた。調査結果も、育児情報の入手先として、親や隣人からより
も、育児書、テレビ、自分で考えるしかない、などの回答が多かった。20年を経た今日「実家
の母」は、ほぼ同じであるが「義母」は約3分の1に、また、「近所の人」も大幅に減少して
いる。「育児書」という回答は、30％余りであり減少傾向がみられる。「自分で考えるしかない」
の回答が8分の1弱に減少し、逆に「その他」が約5倍の増加となっている。「育児情報の入
手先」の変化は、この20年間における子育てをとり巻く環境の変化、即ち地域における育児施
策等の充実のあらわれと受け取れる。「その他」の増加は、1996年調査より設問とした「育児
支援施策の利用」の増加としてもうかがえる。この10年間で、「育児施策を利用したことがな
い」が半減し、「育児相談」「育児講座」の増加に加え「－H寺保育」は約12倍、「園庭（校庭）
開放」は約3倍の利用の増加がみられる。「育児情報の入手先」が20年前に比べて、多様化し
ていることが分かる。育児中の（母）親を孤立化させずに、多くの出会いの場、利用の場が用
意されてきたといえる。「子どもの要求に応えた育児の実施」は、日本における従来の育児環
境とは異なった現代の日本の地域社会における新たな育児環境の形成の中でみられ始めた現象
といえるかもしれない。新たに形成された地域社会の中で、育児行政を始め、他の団体、グルー
プにより用意された育児支援サービスがこの十年間で普及したといえる。身近なところで、従
来の人間関係とは異なった人びとと出会い、気軽に育児について語り合ったり、相談できる場
が出来たことに合わせ、「育児休業」の取得率の高まりにみられるように、出産後乳児期をわ
が子と向かい合ってゆっくりと育児をすることが可能となったことも子どもの要求に応えた育
児にっながっていると考えられる。
　紙数の関係で、沢山の記述を頂いた「自由記述」欄の紹介が出来ないことは残念である。そ
れらの声を通して、今日の親達が、他の情報にふり回されずに、自分達の子育て観をもち、確
固とした信念の元に育児に携わっている人が多いことがうかがえる。また「児童虐待」に対す
る自由記述が非常に多いことから児童虐待に対する関心の強さがうかがえる。
5．　育児支援施策の課題一調査結果を中心にして一
（1）地域における子ども家庭支援施策の充実
　子どもの年齢別の「育児で気がかりなこと」についての設問で「特にない」との回答は、
1986年42．3％、1996年25．5％、2006年25．2％と減少している。即ち、子どもの日常生活や発達
等において気がかりなことがある親が増加しており、約75％の親が子どもについて何らかの心
配をしているということが分かる。一方、「子どもの将来で心配なこと」の設問では、「健康」
との回答が減少しているが、常に1位であり、一方、第2位の「非行」の回答の増加が目立っ。
　今日では、保健センター等における乳児検診の際に、同年齢で近隣に居住する親たちの育児
グループが作られ、20年前に比べ母親が孤立することは少なくなったといえる。各自治体内に
は、例えば、人口7万人余りの都下のある市には保健センターが支援している育児グループが、
40余りみられる。東京都の場合は、約60の市区町村のうち、2、3の離島、村を除いて1ヶ所
又は複数の「子ども家庭支援センター」が設置されている。そのうち2005年度より設置された
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先駆型子ども家庭支援センターは、各職種の職員を配置し、育児相談を始め、子育て広場、一
時保育、ショートステイ、育児グループ活動の支援、育児講座など多彩な育児支援サービスを
実施している。2006年度現在30ヶ所であるが、従来型センターは先駆型センターに移行し機能
の充実をはかることが計画されている。東京都の子ども家庭支援センターにっいては、その量
的、機能的充実が求められるところであるが、東京都以外の道府県においては、児童福祉法に
おける「児童家庭支援センター」の設置は全国で未だ62ヶ所（2007年度）に過ぎない。近年、
児童虐待の発生予防と早期発見いう観点から自治体の保健所、保健センターを始め児童館、保
育所などが地域の育児支援に積極的に取り組んでいるが、「子どもと家庭」を一体としてとらえ
総合的に支援する多機能を有する育児支援の総合施設が身近な地域社会に設置されることが早
急に求められる。
（2）子どもを養育中の家庭への経済的支援
　充実して欲しい子育て支援についての設問では、「子どもが友達と自由に遊べる場所」との
回答が、やや減少しているが依然としてトップである。第2位は「子育てや子どもの教育のた
めの経済的支援」が、前回調査に比べ12．5ポイント増加して59．7％に達している。バブル経済
崩壊後の本調査において中流意識が減少していることがうかがえる。近年は、さらに経済的格
差の拡大が社会問題となっている。特に大学教育等の高等教育を受けることが一般化している
日本の社会では、親の教育費の負担は重い。本調査でも子どもに受けさせたい教育程度として
「大学以上」が男の子は79．3％、女の子65．3％となっている。「少子化対策」として法律制定と
共に多岐にわたる対策が講じられているが、社会保障費全体に占める児童家庭関係給付費は20
03年度は3．8％であり、先進国の中でもきわ立って低い。妊娠中の検診、出産の費用負担の軽二
減又は無料化を始め、保育料、子どもの医療費、教育費、住宅費等児童養育上の諸経費に対す
る思い切った経済的支援をし、安心して子どもを産み、育てられる社会の実現がめざされるべ
きである。
（3）保育施策の充実
　子どものために欲しい社会施設として、上位10位の中で、「保育所」が15．8％で7位となって
いる。1986年調査では10位の中に入っていなかったが、1996年調査では、8．7％で9位であっ
た。即ち、働く母親の増加等により、保育所待機児解消のためにも今日保育所の増設が求めら
れていることが分かる。「学童保育」にっいては、1986年は5．1％で8位、1996年は9．4％8位、
2006年9．1％9位であり、今日も約1割の親にその設置が求められている。
　保育所及び幼稚園を選んだ理由として、20年間で「家から近い」は減少しているが保育所に
っいては、49．5％と1位を占めている。「良い保育で評判が高い」という理由は、幼稚園は増
加し、2006年は33．3％と第1位であるが、保育所は、減少して13．8％である。一方、現在通園
している園で困ると思う点として、保育所は「設備・建物が良くない」は1996年調査に比べ倍
増し28．5％と最も多い。次いで「保育料が高い」が、1996年より10．5ポイント増加し、26．2％
を占めており1986年調査時とほぼ同じ割合である。幼稚園については、「保育時間が短すぎる」
が30．0％で最も多く1996年に比べ約3倍となっている。次いで「保育料が高い」が12．2％であ
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る。幼稚園の「保育時間」については、明治9年の幼稚園開設時から4時間と規定されていた。
しかし、親の要望もあり30年以上前より、一部の私立幼稚園の保育時間の延長が実施されてお
り、今日延長保育は一層の普及がみられる。幼稚園を利用する親の生活と意識が変わってきて
いることがうかがえる。即ち保育時間に関しては、幼稚園の保育所化が求められているといえ
る。幼稚園、保育所共に前回調査に比べて「困ると思う点」がないという回答が幼稚園は7．9
ポイント減少し43．5％、保育所は10．1ポイント減少し、37．4％となっている。子どもたちの健
やかな成長のために、親の要望に配慮した保育施設の量的、質的充実が早急に求められている。
（4）就労と育児の家庭両立支援二
　今日、日本の労働力人口に占める女性の割合は4割で、一方、女性の労働力率は49．2％に達
し上昇の傾向にある。欧米の女性の労働力率が台形であるのに対して、日本の女性は出産、育
児、介護などによる退職を余儀なくされ、依然としてM字カーブを描いている。
　1986年4月男女雇用機i会均等法の実施に合わせて、労基法における母性保護の改訂がなされ
た。これにより、母性保護は従来の女性の母親としての役割を固定化せずに妊娠、出産という
身体的機能に限定した母体の保護を意味するものとなった。1979年に採択された国連の女性差
別撤廃条約では「育児は男女と社会の共同の事業である」と示されている。わが国では、1998
年6月に公布、施行した「男女共同参画社会基本法」において「家庭生活の活動と他の活動の
両立」を規定し、男女共同参画社会の形成の促進をめざしている。
　OECD“Employment　outlook　2001”によると、育児期にある家庭の男性の育児時間は、
イギリスやカナダの男性が1時間半弱であるのに対して、日本の男性は17分と短さが目立って
いる。また諸外国では約2時間前後である男性の家事時間が、日本では20分と非常に短い。反
面、就労時間は日本の男性は1時間以上長くなっており、これに通勤時間を入れると夫の家事、
育児の両立を困難にしていることが分かる。総務省の「労働力調査」によると、日本の男性は
30歳代の就業時間が最も長い。厚労省「女性雇用管理基本調査」では、平成11年度　育児休業
取得者の97．6％は女性であり、配偶者である男性の取得は0．4％に過ぎない。また、出産した
女性労働者で育休の取得者は56．4％である。育休を取得しなかった女性の取得しなった理由と
して「職場の雰囲気」が43．0％と最も高く、育休の改善点として「育休の取得に対する職場の
理解」を65．3％が挙げている。（女性労働協会「育児・介護を行う労働者の生活と就業の実態
等に関する調査」2000年）
　本調査において、この20年間における経済的変動の影響と、女性の社会進出への意欲の高ま
りと職場環境の厳しさが結果としてあらわれているといえる。勤労年数が長期化しており、就
労の動機として経済的理由が約70％を占めていること、及び、無職の母親の働きたい、有職者
の働き続けたいという回答が増加している。一方、母親の就労で困ることとして「子どもとふ
れ合う時間がとりにくい」「心身の疲れ」が回答として多く、特に前者は、前回調査に比べ10
ポイント余り増加している。前述の男女雇用機会均等法における母性保護規定の改訂は、わが
国のように、夫の家事、育児への参加が期待出来ない国にあっては、働く母親の負担を強いる
ことになったといえる。日本において、男性の家事、育児の参加の推進や、職場環境の改善や
意識の変革が求められるが時間を要するであろう。学校教育における内容の伴った「家庭科」
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の男女共修や家庭や保育施設における幼少期からのジェンダーフリーの教育の実践など次の世
代に向けて推進されなければならない。
　母親がゆとりをもって職業と家事、育児を両立していくためには、男女共に労働時間の短縮
を始めとして、例えばスウェーデン等にみられるように、育児期間中の就労時間の短縮や育休
の長期化、また、育児期間中の就労時間短縮により減額した給与を補充する養育手当ての支給
の実現が求められる。
6．結　語
　20年間における3回目の「乳幼児をもっ母親の育児の実態と育児意識」調査の集計を終えた。
調査の対象者は3回共、東京都、及び近県の在住者であるため、日本の社会全体の育児の状況
を的確に反映しているとはいえないであろうが、その一端を示しているのではないかと考える・
当初は2，3回と調査を継続することは計画していなかったが、今回実施の機会を持っことが
できて幸いである。
　社会において国民の考え方や思想が変革するために百年を要すると聞いたことがあるが・子
どもの人権についての大人たちの意識から、そのことがうかがえる。長い人類の歴史において・
子どもは家や大人の従属物であり、1人の人間としてその人格を認められるようになって長く
はない。わが国では、第二次世界大戦敗戦後1947年に制定された「児童福祉法」は、児童の保
護立法という意味あいが強く今日に到っている。その後1954年に制定された「児童憲章」は、
児童福祉法制定後も増加し続けた児童問題への対応を迫られ制定された。この憲章は大人たち
の努力目標というものであり、法的罰則規定がないため、子どもの人権思想が国民の間に定着
するまでにはいたらなかった。しかし、児童の権利と幸せの実現のために地道に熱意をもって
長年取り組んできた人々や、団体の活動がみられた。それらの地盤があったために、1989年国
連で採択された「子どもの権利条約」が日本の社会で子どもたちの環境の改善の前進にっながっ
ているといえよう。育児放棄、いじめ、体罰、貧困、大人からの抑圧など様々の不当な扱いに
より日々苦しんでいる子どもたちの状況が一日も早く改善して欲しい。大人達が・自分の子ど
も期の心情を思い起こし、子どもの気持ちや人格を尊重した対応をするなら、今日・発生して
いる少年による事件や問題もある程度予防出来るのではないか。
　20年間の育児をとり巻く環境の中で見られる大きな変貌は、子育て支援サービスの進展であ
ろう。20年前、1986年調査結果から、孤立している母i親の存在を知り、わが家を開放して「子
育てを語り考える会」を月一回開催した時、市内にそのような育児グループはなく・他所でも
殆どみられなかった。今日は、公的支援などによるグループを始め、NPOや個人による育児
グループが日本中随所に見られる。また、育児相談を始め、多様な育児サービスが各自治体で
実施されている。一方、この20年間依然として存在している問題は、親から強く要望されてい
る子どもの為の社会施設と、子育て支援施策の内容である。地域の中で子どもがのびのびと安
全に過せる遊び場の設置や、児童を養育中の家庭への経済的支援、及び職業と家庭の両立のた
めの職場環境の改善や理解などを通して、育児支援施策の充実を図る必要がある。そのために
は、掛け声だけではなく、思い切った財源の保障と企業側の連携が求められている。
　本調査を実施するに当り、公立保育所、私立保育所、私立幼稚園、子ども家庭支援センター、
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地域子育て支援センター、NPO育児グループ、そして地域の多くのお母様方の御協力を頂い
た。設問が72問という膨大なアンケート調査に対して、お忙しい中をご熱心にご回答を頂いた
ことに対して衷心から感謝の意を表したい。
　なお、本論文は紙数の制約があるために、設問と回答結果の概要である。クロス集計等によ
る調査の詳細な分析と考察は後日報告書として発行する予定である。
）
・王◎輪?
（
1．　1986年に実施した「乳幼児の育児の実態と育児意識」調査結果に関する論文等は、以下の紀要等に収
　録されている。
①伊藤わらび著
②伊藤わらび著
「乳幼児の育児の実態と母親の育児意識」
「武蔵野短期大学研究紀要」第3号（97～110頁）1987年6月
「子連れで参加できる話し合いの場を」
「保育の友」全国社会福祉協議会（34～36頁）1991年5月号
地域の中で孤立し、子育て不安に陥りやすい母親たちの為に開いている「子育てを
語り考える会」の活動の経緯、及び子育ての実情と地域における子育て支援施策の
確立の急務なことを論述している。
2．　1996年に実施した第2回調査関係の論文は以下の紀要に収録されている。
　①伊藤わらび著「乳幼児の育児の実態と母親の育児意識　その2．10年間の変化に見る育児の諸問題と
　　　　　　　　育児支援のあり方」
　　　　　　　　大妻女子大学紀要一家政系　第34号（153～177頁）1997年3月
　②伊藤わらび著　「児童虐待に対する母親の意識と育児支援施策のあり方」
　　　　　　　　大妻女子大学紀要一家政系　第35号（97～126頁）1998年3月
　　　　　　　　乳幼児をもっ母親を対象に行った調査結果に基づき、児童虐待の傾向のみられる母親
　　　　　　　　　の特性を把握すると共に予防のための施策にっいて考察した。
　③伊藤わらび著　「母親の就労の有無による育児の諸問題」
　　　　　　　　大妻女子大学紀要一家政系第36号（100～128頁）1999年3月
　　　　　　　　出生率の低下が続く中で、家庭における児童養育の困難が社会問題となっている。育
　　　　　　　　児調査の結果から母親の職業の有無別に育児上の問題を分析し、育児支援施策のあり
　　　　　　　　方を考察した。
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Summary
　　This　research　study　was　the　third　study　on　the　actual　state　of　bringing　up　infants，　and　mothers’
conceptional　attitudes　over　the　past　20　years．　The　first　survey　was　carried　out　using　526］anothers　in
1986，and　the　second　study　used　597　mothers．
　　This　study　was　carried・ut　using　702　m・thers　with　their　infants　in　an　attempt　t・grasp　the　present
state・f　child　care　and　the　vari・us　pr・blems　related　t・child　care．　ln・rder　t・carry・ut　a　c。mparative
study　with　the　1986，　and　1996　surveys，　the　questi・nnaire　used　kept　the　same　70　questi・ns　as　the　pre．
vlous　two　Studies．
　　Our　Study　f・und　the　f・ll・wing　4　pr・blems・n　bringing　up　infants　in　present－day　Japan　are　m。st
prevalent．
1・The　need　f・r　s・cial　child　rearing　supP・rt　system　imp・rtant　and　increase　in　quality。f　users。ri－
　　ented　services　in　comrnunities．
2．The　lack　of　economic　support　for　the　parents　rearing　children．
3．The　need　for　important　of　day　nursery　services　in　communities．
4．The　need　for　improved　policies　which　are　directed　at　helping　working　mothers　balance　work　with
　　caring　for　their　children．
